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■
対
象
に
な
る
人

　

北
上
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
、
中
学
校
修
了
前
の

子
ど
も(

15
歳
到
達
日
以
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童)

を
養
育
し
て
い
る
人
。

■
手
当
の
月
額 (

平
成
22
年
度)

　

子
ど
も
１
人
…
１
万
３
千
円

■
申
請
に
つ
い
て

【
申
請
手
続
き
が
必
要
な
人
】

①
子
の
出
生
や
他
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
人

②
中
学
校
２
・
３
年
の
子
ど
も
が

い
る
人(

対
象
者
へ
通
知
済
み)

と
、

未
申
請
や
所
得
制
限
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人(

通

知
は
し
て
い
ま
せ
ん)

→
９
月
30

日
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い(

支
給
期
間
参
照)

。
申
請
が
な

い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

※
申
請
は
父
ま
た
は
母
で
生
計
中

心
者
と
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
は
勤
務
先
で
の
手
続
き

と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
、

子
ど
も
全
員
が
中
学
１
年
生
以
下

の
場
合
は
申
請
は
不
要
で
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑(

ス
タ
ン
プ
式
印
鑑
以
外)

・
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
の
コ

ピ
ー(

名
義
・
支
店
名
が
分
か
る

見
開
き
部
分
で
、
市
内
の
金
融
機

関
の
も
の
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
も
可)

・
申
請
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー(

北
上
市
の
国
保
加
入
の

人
は
不
要)

・
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
の
住
所

が
市
外
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
子

ど
も
の
世
帯
全
員
の
住
民
票 

■
支
給
期
間

　

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
15
歳
に

達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月
分

ま
で
。

※
月
末
に
生
ま
れ
申
請
が
翌
月
に

な
っ
た
な
ど
、
申
請
が
月
を
超
え

る
場
合
、
出
生
日
ま
た
は
前
住
所

地
の
転
出
予
定
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
15
日
以
内
に
申
請
す
れ
ば
、

出
生
日
ま
た
は
転
出
予
定
日
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
22
年
４
月
１
日
時
点
で
受
給
の

対
象
と
な
る
人(

４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
含
ま
な
い)

は
、

９
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

４
月
分
か
ら
の
手
当
が
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
以
降

の
申
請
は
通
常
通
り
、
申
請
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
開
始
で
す
。

■
支
給
日

４
～
５
月
分
…
６
月
10
日(

木)

６
～
９
月
分
…
10
月
８
日(

金)

10
～
１
月
分
…
２
月
10
日(

木)

子ども手当・児童扶養手当
　　家庭支援などのご案内

子どもの健やかな成長を
応援します

子
ど
も
手
当　

■
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　

子
ど
も
手
当
の
受
給
者
は
、
６

月
中
に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
子
ど

も
手
当
の
認
定
通
知
と
併
せ
て
現

況
届
の
書
類
を
送
付
し
ま
す(

６

月
７
日
発
送
予
定)

。
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い(

郵
送
可)
。
提
出
が
な
い

場
合
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
４

月
１
日
か
ら
６
月
４
日
の
間
に
認

定
請
求(

新
規)

や
額
改
定
請
求(

増

額)

の
手
続
き
を
し
た
人
は
、
現

況
届
は
不
要
で
す(

認
定
通
知
な

ど
は
６
月
７
日
に
発
送
予
定)

。

問い合わせ　子育て支援課　　  3472・3473内線

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。
従
来
の
児

童
手
当
と
違
い
、
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■窓口
とき ところ

特設

  6/18(金)～24(木)※土日除く
  9:00～12:00､13:00～17:00

 本庁舎１階ロビー
 22日(火)は18:30まで延長

  6/25(金)   9:00～12:00  和賀庁舎１階ロビー

  6/25(金) 13:00～16:00  江釣子庁舎１階

常設 随時  子育て支援課

■郵送
　〒024-8501(住所不要)　子育て支援課　あて

★

★
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
へ
は
、
２
～
３
月
分
の
児
童
手
当
を
併
せ
て
支
給
し
ま
す
。

新設の稲瀬学童保育所に通う児童の皆さん
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特
別
児
童
扶
養
手
当

■
受
給
で
き
る
人

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
児
童
を
育
て
て
い
る
母
親

ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
育
て
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
が
公

的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
両
親
が
離
婚
し
た
児
童(

事
実

上
の
婚
姻
関
係
を
解
消
し
た
場
合

を
含
む)

▽
父
親
が
死
亡
し
た
児
童(

遺
族

年
金
受
給
者
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
）

▽
婚
姻
に
よ
ら
ず
生
ま
れ
た
児
童

▽
父
親
が
重
度
障
が
い
者
の
児
童

▽
父
親
が
１
年
以
上
同
居
せ
ず
、

生
計
を
維
持
し
な
い
で
遺
棄
し
て

い
る
児
童

▽
父
親
が
１
年
以
上
刑
務
所
な
ど

に
収
容
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
両
親
の
所
在
が
不
明
の
児
童

■
手
当
の
月
額

　

児
童
１
人
＝
４
１
、
７
２
０
円
、

児
童
２
人
＝
５
千
円
加
算
、
児
童

３
人
以
上
＝
１
人
当
た
り
３
千
円

加
算
。

※
児
童
が
18
歳
に
な
る
日
以
降
最

初
の
３
月
ま
で(

た
だ
し
、
障
が

い
児
の
場
合
は
20
歳
に
達
し
た
日

の
属
す
る
月
ま
で)

支
給
し
ま
す
。

■
所
得
制
限

　

手
当
を
請
求
す
る
本
人
ま
た
は

そ
の
扶
養
義
務
者
の
、
前
年
の
所

得
額
が
所
得
制
限
額(

下
表)

を
超

え
る
と
き
は
、
一
定
期
間
減
額
ま

た
は
支
給
を
停
止
し
ま
す
。

■
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

扶養親族の数
(所得申告の際の人数)

 認定者本人 扶養義務者
(同居の親兄弟など)全部支給 一部支給

０人 19万円 192万円 236万円
１人 57万円 230万円 274万円
２人 95万円 268万円 312万円
３人 133万円 306万円 350万円
４人 171万円 344万円 388万円
５人  209万円 382万円 426万円

児
童
扶
養
手
当　

■所得制限額

■
受
給
で
き
る
人

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
育
て
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
社
会
福
祉
施
設
に

入
所
中
の
場
合
を
除
き
ま
す
。

■
児
童
の
障
が
い
の
程
度

　

手
当
に
は
１
級
と
２
級
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
障
が
い
が
該
当
し
ま

す
。

▽
１
級
＝
身
体
障
が
い
者
手
帳
１

級
か
ら
２
級
程
度
の
重
度
の
障
が

い
や
、
療
育
手
帳
Ａ
程
度
の
知
的

障
が
い

母
子
家
庭
に
対
し
て
、
生
活
の
安
定
や

自
立
の
促
進
の
た
め
に
支
給
し
ま
す
。

▽
２
級
＝
身
体
障
が
い
者
手
帳
３
級

か
ら
４
級
程
度
の
中
度
の
障
が
い
や
、

こ
れ
と
同
程
度
の
知
的
障
が
い

■
所
得
制
限

　

手
当
を
請
求
す
る
本
人
か
配
偶

者
、
ま
た
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
額
が
所
得
制
限
額
を

超
え
る
と
き
は
、
一
定
期
間
支
給

を
停
止
し
ま
す
。

■
手
当
の
月
額

　

１
級
＝
５
０
、
７
５
０
円

　

２
級
＝
３
３
、
８
０
０
円

障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆
さ
ん
が
、

就
業
や
子
ど
も
の
進
学
な
ど
で
資

金
が
必
要
な
と
き
は
、
貸
し
付
け

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貸

し
付
け
の
条
件
や
限
度
額
、
利
率
、

返
済
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
花
巻

保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
北
上
分

室(

☎
６
５―

２
７
３
２)

へ
。

【
貸
し
付
け
の
対
象
】

・
事
業
の
開
始
、
継
続

・
就
職
の
支
度
、
技
能
の
修
得

・
住
宅
の
補
修
や
改
築
、
増
築

・
医
療
や
介
護
を
受
け
る
た
め

・
子
の
小
・
中
・
高
校
や
専
修
学

　

校
、
大
学
な
ど
へ
の
就
学
支
度

　
－

な
ど

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
業

に
向
け
た
能
力
開
発
と
就
業
の
促

進
を
支
援
し
ま
す
。
資
格
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
同

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
な
ど
就

母
子
お
よ
び
寡
婦

　

福
祉
資
金
貸
付
制
度

母
子
家
庭
の
自
立
に
向
け
て｢

子
育
て
や
生
活
の
支
援｣｢

就
業
支
援｣

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

業
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
市
が
指

定
す
る
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
お

よ
び
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給

付
金

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
の
た
め
に
２
年
以
上
養

成
機
関
で
受
講
す
る
場
合
、
受
講

す
る
全
期
間
、
給
付
金
を
支
給
し

ま
す(

た
だ
し
、
24
年
３
月
ま
で

に
入
学
し
た
人
の
み)

。
さ
ら
に
、

修
了
後
に
修
了
支
援
給
付
金
を
支

給
し
ま
す(

た
だ
し
、
20
年
４
月

以
降
の
入
学
者
の
み)

。

▽
促
進
給
付
金

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

　

…
月
額
１
４
１
、
０
０
０
円

　

市
町
村
民
税
課
税
世
帯

　

…
月
額
７
０
、
５
０
０
円

▽
修
了
支
援
給
付
金

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

　

…
５
０
、
０
０
０
円

　

市
町
村
民
税
課
税
世
帯

　

…
２
５
、
０
０
０
円

お
母
さ
ん
頑
張
っ
て
！

母
子
家
庭
自
立
支
援
事
業


